
          

            

       

釜

石

で

は

、

釜

石

教

育

会

館

で

１

８

時

３

０

分

か

ら

「

釜

石

地

区

平

和

集

会

・

平

和

行

進

」
を

開

催

、
約

９

０

名

が

参

加

し

ま

し

た

。 

集

会

で

は

、

主

催

者

を

代

表

し

て

釜

石

・

遠

野

地

協

の 

             

                   大

和

田

議

長

が

あ

い

さ

つ

、

生

活

や

幸

福

の

前

提

と

な

る

平

和

を

守

る

運

動

へ

の

結

集 

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。 

続

い

て

、

集

会

に

か

け

つ

け

て

い

た

だ

い

た

松

坂

喜

史

市

議

と

菊

池

秀

明

市

議

を

紹 

             

           介

し

、

代

表

し

て

松

坂

市

議

か

ら

ご

あ

い

さ

つ

を

い

た

だ

い

た

後

、

高

校

生

平

和

大

使

か

ら

活

動

へ

の

協

力

を

呼

び

か

け

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

集

会

後

は

市

内

を

デ

モ

行

進

し

平

和

を

訴

え

ま

し

た

。 

遠

野

で

は

、

遠

野

教

育

児

童

会

館

で

１

７

時

４

５

分

か

ら
「

平

和

集

会

」
を

開

催

、
約

８

０

名

が

参

加

し

ま

し

た

。 

集

会

で

は

、

主

催

者

を

代

表

し

て

平

和

運

動

実

行

委

員

会

の

佐

々

木

譲

委

員

長

が

あ

い

さ

つ

、

危

機

的

状

況

に

あ 

     

        

           

る

平

和

を

守

る

運

動

へ

の

結

集

を

訴

え

ま

し

た

。 

続

い

て

、

県

平

和

運

動

実

行

委

員

会

か

ら

芳

賀

孝

さ

ん

（

平

和

環

境

県

セ

ン

タ

ー

事

務

局

次

長

）
が

あ

い

さ

つ

、
釜

石

地

区

の

取

り

組

み

の

紹

介

も

含

め

、

全

県

で

の

平

和

行

動

へ

の

結

集

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。 

引

き

続

き

平

和

行

動

参

加

者

の

決

意

表

明

や

集

会

ア

ピ

ー

ル

採

択

を

行

い

、

教

育

児

童

会

館

か

ら

駅

前

に

向

か

っ

て

デ

モ

行

進

を

行

い

ま

し

た

。 

            

                                      

 

連

合

岩

手

は

７

月

２

３

日

～

２

６

日

に

平

和

行

動

を

実

施

、
内

陸
・
沿

岸

北
・
沿

岸

南

の

３

コ

ー

ス

で

平

和

集

会
・
行

進

を

実

施

し

ま

し

た

。
釜

石
・
遠

野

地

協

で

も

、

７

月

２

５

日

に

釜

石

と

遠

野

で

平

和

集

会
・
平

和

行

進

に

取

り

組

み

、
市

民

に

平

和

を

訴

え

ま

し

た

。
集

会

に

は
「

高

校

生

一

万

人

署

名

」

を

呼

び

か

け

る

高

校

生

有

志

も

参

加

し

ま

し

た

。 

連
合
岩
手
２
０
１
８
平
和
行
動 

釜
石
と
遠
野
で
集
会
・
行
進
を
実
施 

上 ： 釜 石 地 区 集 会 で あ い さ つ す る 大 和 田 議 長 、

中 ： 釜 石 地 区 の 行 進  下 ： 遠 野 地 区 の 行 進  

 

 

 

西日本豪雨災害緊急カンパ  

17,892 円を集約  
釜 石 地 区 平 和 集 会 に あ わ せ て

「 西 日 本 豪 雨 災 害 」 被 災 者 へ の

緊 急 カン パ に 取 り 組 み まし た 。  

 連 合 で は 、 発 災 後 「 愛 の カ ン

パ 」 か ら の 義 援 金 や 被 災 地 の 地

方 連 合 会 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 な どを 展 開 し て い ま す。  

釜 石 地 区 平 和 集 会 で の 緊 急 カ

ン パ で は 、 東 日 本 大 震 災 の 支 援

へ の 感 謝 も 込 め 高 校 生 か ら の カ

ン パ も含 め て 17 ,892 円 の ご協

力 を い た だ き ま し た 。 カ ン パ は

「 愛 のカ ン パ 」 に 送 金 しま す 。  

岩手県の最低賃金２４円 UP⤴「762 円」に改定へ  

岩手地方最低賃金審議会は８月６日、岩手労働局長に対し、岩手県

の最低賃金を２４円増の「７６２円」（時給）に引き上 げるよう答申

し ま し た 。 中 央 最 賃 審 議 会 が 示 し た 目 安 額 ２ ３ 円 よ り １ 円 高 く 、

3.25％の増額となりました。早ければ 10 月 1 日より発効します。  



                         

             

          

教

職

員

の

恒

常

的

な

過

重

労

働

は

社

会

問

題

化

し

て

い

ま

す

。

県

教

委

や

各

市

町

村

で

も

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

へ

の

動

き

を

見

せ

て

い

る

も

の

の

、

そ

の

対

応

に

は

温

度

差

が

あ

り

、

必

ず

し

も

成

果

に

つ

な

が

っ

て

い

る

と

は

言

え

な

い

状

況

に

あ

り

ま

す

。 

連

合

岩

手

で

は

昨

年

７

月

に

盛

岡

市

で

「

教

職

員

の

超

勤

・

多

忙

化

解

消

を

考

え

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

を

開

催 

し

、

教

職

員

の

過

重

労

働

に

つ

い

て

強

く

問

題

意

識

を

持

ち

、

多

忙

化

解

消

に

取

り

組

む

決

意

を

県

民

に

ア

ピ

ー

ル

し

ま

し

た

。 

釜

石

・

遠

野

地

協

は

、

連

合

岩

手

の

方

針

を

地

域

で

具

体

化

す

る

た

め

に

、

気

仙

地

協

や

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

と

と

も

に

、

エ

リ

ア

内

の

組

織

内

・

推

薦

議

員

と

の

意

見

交

換

会

を

行

い

、

議

会

で

の

要

請

と

「

政

策

制

度

要

求

と

提

言

」

に

よ

る

対

自

治

体

要

請

を

並

行

し

て

進

め

る

こ

と 

          

と

し

ま

し

た

。 

意

見

交

換

会

は

、

８

月

２

日

（

木

）

１

８

時

か

ら

釜

石

市

イ

オ

ン

タ

ウ

ン

「

イ

オ

ン

タ

ウ

ン

ホ

ー

ル

」

で

開

催

、

釜

石

・

遠

野

地

協

、

気

仙

地

協

、

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

の

役

員

と

組

織

内

・

推

薦

議

員

で

あ

る

松

坂

喜

史

釜

石

市

議

、

菊

池

秀

明

釜

石

市

議

、

後

藤

文

雄

釜

石

市

議

、

東

堅

市

大

船

渡

市

議

、

菅

野

浩

正

住

田

町

議

が

参

加

し

ま

し

た

。 

意

見

交

換

会

で

は

、

開

会 

に

あ

た

り

釜

石

・

遠

野

地

協 

             

          

と

気

仙

地

協

を

代

表

し

て

釜

石

・

遠

野

地

協

の

大

和

田

議

長

が

あ

い

さ

つ

、

教

職

員

の

過

重

労

働

解

消

に

釜

石

・

遠

野

地

協

と

気

仙

地

協

と

も

に

取

り

組

む

決

意

を

表

明

し

ま 

し

た

。 

続

い

て

、

参

加

者

の

自

己

紹

介

を

行

い

、

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

の

菊

地

正

徳

副

支

部

長

や

各

支

会

か

ら

の

参

加

者

か

ら

教

職

員

の

過

重

労

働

の

実

態

や

各

市

町

で

の

取

り 

組

み

状

況

の

報

告

、

ま

た

各

市

町

で

の

具

体

的

な

取

り

組 

             

み

の

要

請

を

行

い

ま

し

た

。 

そ

の

後

、

意

見

交

換

を

行

い

、

各

議

員

に

は

衛

生

委

員

会

の

設

置

・

機

能

化

、

県

教

委

の
「

働

き

方

改

革

プ

ラ

ン

」

に

つ

い

て

の

各

市

町

で

の

取

り

組

み

、

あ

る

い

は

部

活

動

の

あ

り

方

な

ど

に

つ

い

て

９

月

議

会

・

１

２

月

議

会

を

は

じ

め

と

す

る

様

々

な

場

面

で

取

り

上

げ

て

い

た

だ

く

こ

と

を

確

認

し

ま

し

た

。

ま

た

予

算

議

会

と

な

る

３

月

議

会

前

に

再

度

、

意

見

交

換

会

を

行

い

、

取

り

組

み

状

況

の

情

報

共

有

と

今

後

の

方

針

に

つ

い

て

議

論

す

る

こ

と

と

し

ま

し

た

。 あ

わ

せ

て

、

各

地

協

の

「

政

策

制

度

要

求

と

提

言

」

を

通

じ

て

エ

リ

ア

内

の

全

自

治

体

に

要

請

す

る

こ

と

を

確

認

し

、

最

後

に

気

仙

地

協

の

梅

木

議

長

が

ま

と

め

を

行

い

、

意

見

交

換

会

を

閉

じ

ま

し

た

。 

             

                      

 

釜
石
・
遠
野
地
協
、
気
仙
地
協
、
岩
教
組
南
リ
ア
ス
支
部 

組
織
内
・
推
薦
議
員
と
意
見
交
換 

  

 
意 見 交 換 会 の 冒 頭 あ い さ つ す る 大 和 田 議 長  

 左 か ら 松 坂 釜 石 市 議 、 後 藤 釜 石 市 議 、 菅 野 住

田 町 議 、 東 大 船 渡 市 議 、 菊 池 釜 石 市 議  

 意 見 交 換 会 の ま と め を す る 気 仙 地 協 ・ 梅 木 議 長  


